
人をつなぎ・人がつながる

～そして、前例を超える・前例を創る～

最終回は、

波瀾万丈のケーススタディ

デンマーク・鷹巣・千葉・世田谷で

寝たきり老人ゼロ作戦登場、介護保険のメニューに、

障害者差別解消法、 人権が基本の認知症基本法に、

世田谷区の希望条例は 第２期計画へ

と～く・・・・まゆみ・中澤＆ゆき 1



つなぎびと
ノンフィクションライターの中澤まゆみさん

2

1949年長野県生まれ。雑誌編集者を経てライターに。女

性・移民・マイノリティをテーマにルポルタージュなどを書く。

介護をきっかけに医療と介護、福祉分野へ。著書に『ユリ―

日系二世ハーレムに生きる』（文芸春秋）、『おひとりさまの

「法律」』、『男おひとりさま術』 （いずれも法研）、『おひと

りさまの終活』（三省堂）、『おひとりさまでも最期まで在

宅』(2000年に改訂３版）、『人生100年時代の医療・介

護サバイバル』（いずれも築地書館）、『認知症に備える』

(自由国民社）など多数。在住の世田谷区では、区民目線

でシンポジウムや講座を開催し、多職種連携の「ケアコミュ

ニティ せたカフェ」を共同主宰。「認知症カフェ」、「せたが

や居場所サミット」などを開催。世田谷区認知症施策評価

委員。毎日新聞医療プレミアでコラムを連載中。

認知症になったひとり暮らしの友人を１９年間介護。認知症

の母を4年間遠距離介護。2017年に母(92歳）を自宅で、

コロナ禍下の2020年、父（96歳）を医療施設で看取った。
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ことの始まり 第23回「新たなえにし」を結ぶ会



つなぎびととしての初仕事
デンマークと厚労省若手を縁結び

4
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ホームヘルパーに、求められている資質
★認知症のお年寄りに尊敬の念をもてて、なおかつ忍耐強い
★同じことを何度いわれても興味深く耳を傾け、気持ちを正確につかむ
★小さな変化も見逃さない繊細さをもつ
★奇妙な行動にも驚いたりせず、怒りを受け止められる度量がある
★機転のきいた受け答えが得意
★ユーモアがある

デンマークのホームヘルパーの月収は 48 万円、
店員の 38 万円、運転手の 44 万円を上回ります。
日本のヘルパーの月収 10 数万円とは大違いです。
日本のヘルパーの給与は、勤務医の 2 割にもとどきません。
デンマークのホームヘルパーの月収 48 万円は、
デンマークの勤務医の月収の６割ほど

訪問看護師が、世間話をしながら、見つけ出す7つのこと
★食事など日常生活は?
★孤独ではない? 生きがいは?
★家族や隣人・友人とうまくいっている?
★症状に変化は?
★セルフケアの能力は保たれている?
★自立のために、さらに何が?
★会話能力・コミュニケーション手段は保たれている?

「寝たきり老人」という言葉がない、独り暮らしの認知症の人が自宅で暮らすデンマークでは

メニューとゼロ作戦は
できたれど
質と待遇は

おいてけぼりに（涙）



自・社・さ・猛母・哲人がつながって

「ゆきは黒子に」という「えにしのオキテ」を破ったたった一度のコーディネーター役 6



秋田県鷹巣町で「変えられた」と思ったら 冤罪(/o＼)
村木厚子さんと岩川徹さんの運命の分かれ道は。。。
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千葉県で志の縁結び「障害のあるひともない人もともに
暮らしやすい千葉県づくり条例」⇒国の障害者差別解消法

8

「だれもが、ありのままに、そ
の⼈らしく、地域でくらすこと
ができる」「理不尽な理由で⾟
く悲しい思いをしている⼈がい
ない千葉」を合い⾔葉に、現場
と政策をつなぐ新しい⾏政⽂化
が⽇本でも誕⽣しつつあります。

先々週の“聴講生”竹林悟史官房審議官
このときは千葉県の障害福祉課長



「市民が変える政治」「住民主権」と出会う

千葉県知事に当選した堂本暁子さんの依頼で、

選挙のドキュメント本を1か月で制作。

インタビューと取材、その後、広報アドバイザーとして

７年間、千葉県にかかわる中で、行政との「協働」を学ぶ。

9

2001年～
2007年



友人の介護が飛び込んできた
15歳年上の丸子さん・・・・・。

30年来の親しい友人、おひとりさまで親しい身寄りなし。

その彼女に異変が！？

■2003年ごろ～：傍目にも、丸子さんのもの忘れが目立つようになる

■2004年：精神科クリニックに受診開始

「高齢者うつ」を疑い、カウンセリングを行う精神科クリニックへ。同行を開始。

半年ほど受診しているうちに「うつではないようだ」と言われ、大学病院を紹介される。

初期のアルツハイマー病の診断

10

2003年



「世田谷福祉100人委員会」に参加

区と区民と事業者の協働事業
～多職種連携で「行政との協働」を～

【5つの部会で活動】

2007年

①ライフステージに合ったまちづくり

②地域人材の育成と活用

③最後まで在宅を考えるしくみづくり

④みんな生き生き暮らすまちづくり

⑤障害者差別をなくす

■自分の住むまちを知らない
■住民が関わることで
世田谷も変わるのか？



せたがや福祉100人委員会(最後まで在宅部会）

①「私たちが知りたい在宅医療のいま」 2010年2月 ②「私たちが知りたい在宅での看取りのいま」2010年5月

神津仁医師 梅田耕明医師

英裕雄医師 斎藤博医師

斎藤康洋医師 訪問看護師

介護家族 介護家族

長谷川幹医師 長谷川幹医師

③「私たちが知りたい医療と看護と介護のいま」2010年9月 ④「区民の視点で自分らしい終末期を考える」2011年2月

藤田和丸医師 介護家族（3組）

訪問看護師 訪問看護師

ケアマネジャー 長谷川幹医師

介護事業所

家族会

長谷川幹医師

2010年～2014年



住民の視点で「最期まで在宅」を考える
■第5回シンポ： 地域で支える認知症 （ 2012年3月）

古田伸夫医師、小規模多機能ホーム長、家族会、長谷川幹医師

■ 公開学習会： 自宅で平穏な最期を迎えるために （2012年12月）

鈴木央医師

■第6回シンポ： 「退院難民」「介護難民」にならないための地域ケアのしくみ（2013年3月）

松村真司医師、ケアマネジャー、管理栄養士、介護家族、世田谷区

■ 公開学習会：認知症でも最期まで地域で暮らす（2013年11月）

遠矢純一郎医師と認知症ケア初期集中チーム

■ 第7回シンポ：高齢社会の未来は住民力で （2014年1月）

高橋紘士氏、NPO、区民、世田谷区

■ 公開学習会：仕事はやめない （2014年12月）
〜働きながらの介護を考える〜

大熊由紀子さん、牧野史子さん、区民、当事者

■出前講座

遠矢純一郎医師、長谷川幹医師ほか

住民と共にある
医療・介護とは？



私たち自身が学ばねば

講座活動と介護で学んだこと

病気や要介護状態＝誰にでもその可能性が

いまは「元気中年」「元気老人」でも、「病気老人」「要介護老人」の予備軍

「自分ごと」として考えることが大事

ケアを受ける側 ケアへの参加

「地域包括ケアとはケアを通じたまちづくり」
行政との「協働」が必要

14

一人称からの出発
住民主体の「場づくり」

医療・介護・行政・住民の協働



誰にでも訪れる「中途障害」

「中途障害」とは人生の途中で、病気や事故により障害をもつこと

＊お母さんのお腹の中で起こる障害

＊事故や病気で起こる障害

＊心が病んで起こる障害

＊認知症になることも

 年を取ることも

「中途障害」です。
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「地域包括ケア」をどう実現する？

”地域包括システムとは、保健・医療・福祉の連携による社会を視野に入れた、

住民の健康づくりからアフターケアまでを含む住民参加のシステムである”

しかし・・・・

いま、語られているのは、

政策としての地域包括ケアと、

専門職による活動だけ。

まだ、ほとんど語られていない

本当の地域包括ケアってなに？

地域包括ケア幸手モデル 中野智紀医師による図

どうしたら
「安心して生まれ」
「安心して暮らし」
「安心して死ねる」

まちをつくっていけるのか



「地域包括ケア」というと、この図を思い出す



三方よし研究会」との出会い
「患者よし、（医療）機関よし、地域よし」

2007年から毎月、医療・介護・市民連携

小串医師「都会に田舎をつくればいいじゃないか」

「妄想」から、「せたカフェ」構想へ

2013年

H-PACに参加
「地域包括ケアへの住民

研究で取材

ゲスト講師
⇒公開講義
の聴講生

花戸貴司doctor



都会で「コミュニティ」をどうつくるか

■田舎型コミュニティ

血縁、地縁

■都会型コミュニティ

知縁、好縁

■アメリカで見たコミュニティ

人種、教会、団地、志を同じくするグループ

（共同体）

世田谷には520のNPOと2000を超える任意団体がある。

しかし、「福祉」ひとつとっても、ほとんどつながっていない。

孫大輔さんの「みんくるカフェ」
をフェイスブックで知る

↓
拠点はインターネット上

でもいい！！



世田谷区の住民参加と「まちづくり」
1975年 区長公選再開。「参加のまちづくり」の気運。プレーパーク運動、「区政のひろば」始まる

1975年 世田谷ボランティア連絡協議会発足

1976年 鳥山寺町環境協定／第１回雑居まつり

1979年 羽根木プレーパーク開設（1979）

1981年 世田谷ボランティアセンター開設

1982年 全国で初めて「世田谷区街づくり条例」で「住民参加」が位置づけられる

1987年 世田谷区まちづくりセンター設立調査開始

1989年 世田谷トラスト協会設立

1992年 「世田谷まちづくりファンド」スタート 資金源：（財）世田谷 区都市整備公社（委託者） 事業実施：三井住友信託銀行（受託者）

1994年 23区南生活協同クラブ生協まちづくり活動スタート

1995年 まちづくり条例、全面改正。「地区住民は、地区におけるまちづくりの案を区長に対し『提案する』ことができる」

2000年 都市計画法の改正で、住民参加が定められる

2004年 「政策提言の会」発足

2006年 せたがやトラストまちづくり大学

2007年 「せたがや福祉100人委員会」発足

しかも、世田谷には
「住民参加」の歴史が

ある！！



世田谷区のケア社会資源
ないものねだりではなく、あるものさがし
■少ないもの ■多いもの

病院（急性期病院５） 在宅療養支援診療所（看取り実績のある診療所５０以上）

小規模多機能型居宅介護（９） 介護事業所(800)

特養など介護施設 社協のサロン（高齢者関係だけで555か所）

 NPO（520）＋住民団体＝2000以上

大学（１８）駒沢大学、成城大学、東京農学大学、昭和女子大学、武蔵工業大学、日本体育大学

日本女子体育大学、 国士館大学

明治薬科大学、日本大学、東京医療保健大学、

多摩美術大学など

しかし、これらがほとんどつながっていない
21

これだけあるケア資源を
なんとかつなげないか？



ケアコミュニティ せたカフェを立ち上げる

せたカフェは、世田谷区を中心に医療・介護・福祉と住民をつなぐ多職種コミュニティ。

地域ケアのために何かしたい人が、何かをする場所です。

講座活動、医療・介護相談、ネットワークづくり・・・何でもあり。

「ケア」と「福祉」をキーワードに、どんな方でも参加できます。

世田谷を拠点に、参加する人が自分のやりたいことを実践できる場づくりを目指しています。

22

住民を含めた多職種で世田谷をつなぎ「点をネットワークに」

もちより
カフェ

介護者
家族支援

地域活動

番外講座

認知症
カフェ

まちづくり
防災

居場所
子ども食堂

リンク 広域活動
在宅医療

介護
サービス

介護
実践講座

2014年



「認知症施策推進条例」から「希望条例」へ
■2018年6月 区議会で公明党が代表質問（公明党の「認知症施策推進基本法案」に呼応）

⇒ 神戸市をモデルにした賠償保険モデルの条例づくりを提案

■2019年4月 世田谷区、「認知症施策推進条例」検討委員会の設置

⇒ 認知症施策評価委員会(2016年～）の主要メンバーをはずした委員で構成

■2019年6月 「認知症に関するワークショップ」を開催 ⇒ 条例についての説明は一切なし

「ワークショップの2回目はない。次はパブコメ」との回答

■2019年8月 6人のサムライが区長に提案!!!!!!!
■2019年11月 第2回ワークショップ(「認知症条例ワークショップ」）実施

■2019年11月  条例検討委員会に新メンバー6人加わり、「本人」が主語になる条例の理念、条例骨子案を検討

■2019年12月 認知症の本人3人が委員として加わり、「希望」「パートナー」などの文字を条例に入れることを提案

■2019年3月、6月、7月、9月 条例(素案）の検討～条例（案）～条例の制定

■2020年10月 「認知症とともに生きる希望条例」施行

23

何かおかしい
このままでは大変だ

(参加した区民）

区長が
仕切り直しを指示

2018年～
2020年



2019年世⽥⾕の条例に激震!!!!!!!、
「なんだかヘン」とはるみさん・まゆみさん

2019年8月、6人のサムライが区長室へ!!!!!!!

世界を知っている 淳志さん……オレンジプランのadviser

日本各地を知っている 久美子さん

世田谷を知っている まゆみさん

100人委員会委員長の 幹さん

在宅医の純一郎さん……スウェーデンのシルビアdoctor

世田谷区認知症施策評価委員長の ゆき……オレンジプランのadviser
24



Proactive（後手に回らず、先手勝負）
co-production (協働創造)、希望ファイル

他の⾃治体と違って、
先⼿必勝、予防でな備え、 本⼈委員が条例づくりに参画 25
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条例で「認知症についての考え方」を変える！

27

これまで(他人ごと・問題対処・疎外・絶望） これから（自分ごと・可能性・共に・希望）

ひとりひとりが、新しい考え方にチェンジ！
新しい考え方の仲間が増えると、本人、家族、みんなが暮らしやすくなる！

●他人ごと、自分には関係ない ●自分ごと、自分にも関係がある

●なにもわからなくなる ●本人なりにわかる、できることがある

●おかしな言動で周囲が困る ●言動にはワケがある
本人に理解のない環境

●本人はわからない、周りが決める ●配慮があれば、自分で決められる

●地域の中では暮らせない ●地域の中で暮らし続ける
隠す、地域から遠ざける オープンにし、地域でともに

●支えられる一方 ●チカラを活かして活躍、支え合う

●あきらめ、暗い、絶望的 ●あきらめず、前向きに、希望を



3⼈の認知症体験者が条例制定委員会に
条例の名「安⼼」「優しさ」はイヤ。「希望」を、と。

28

美術の先⽣
スーパーの社⻑さん
読み聞かせボランティア



「もちよりカフェ」（毎月第４金曜日:松陰神社）

29

2014年4月

もちよるものは
「食べ物1品」と

「妄想」



せたカフェの 認知症カフェと介護講座
■NPOのデイホームが「場所」を提供

■住民、介護家族、本人、介護専門職など、誰でも参加(メンバーシップなし）

■毎回、ゲストが話題提供または実技講習

■ゲストは、医師、ケアマネジャー、介護士、施設長、薬剤師、

認知症本人、介護家族など

■参加費は500円（珈琲などの飲み物とクッキー）

■開催日：現在休止中(オンラインで「土曜お茶会」を開催）

30

2014年9月

走りながら
考える



せたカフェの「番外講座」
「笑いヨガ講座」2015年3月

「SETAGAYANフェスタ」2015年7月

「地域丸ごとケア会議」2015年10月

「介護する人、される人が元気になるADL体操」2015年11月

2015年

参加者の「妄想」を
ひとつずつ実現



地域まるごとケアを学ぶ「まるごとカフェ」
第1回 2016年6月4日

「幸手モデル」に学ぶ

ゲスト：中野智紀医師、小泉圭司さん

第2回 2016年9月24日

大田区「みまーも」に学ぶ

第2回目:9月24日（土）

ゲスト:沢登久雄さん

「地域包括ケアの目標は、医療介護の一体的提供や

地域連携や多職種連携自体ではなく、

住み慣れた地域で住民が最後まで誰もが暮らし続けられること。

連携はその結果であって目的ではない」(中野智紀さん）

2016年

合言葉は
「住み慣れた場所で

最期まで」



せたカフェのネットワーク
多世代サロン「笑恵館」、グリーフサポートせたがや、ぬくぬくハウス、岡さんの家、シェア奥沢

ケアラーズカフェKIMAMA、いきいきカフェ、防災カフェ、子ども食堂

せたがや子育てネット、NPOリンク、介護サービスネット、認知症カフェ(39か所）

33

どんどん訪ね合う
どんどんつながる



ケアのまちづくりを「市民力」で

「世田谷の福祉をとことん語ろう」
■第1回 〜どうする？ せたがやの地域包括ケア〜 2014年10月

■第2回 〜当事者に聞く地域包括ケア〜 2015年2月

■第3回 〜住民との協働でつくる地域包括ケア〜2015年8月

■第4回 〜地域まるごとケア、市民参加のプラットホームを〜 2016年2月

■第5回 〜議論から実践へ「住⺠主体」の地域包括ケア〜 2017年6⽉

34

2014年

区長と協働
「住民参加」から

「参画」へ

か



3人のオバサン、立ち上がる
「世田谷って、たくさんの「居場所」があるけど、

つながっていないよね。つなげてみようよ」⇒「居場所」サミット

岩瀬はるみ（ケアラーズカフェKIMAMA) 中澤まゆみ（ケアコミュニティせたカフェ） 松田妙子（NPOせたがや子育てネット）
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2018年

ケアを全世代で
考えよう！！



実行委員会、できました

高瀬有二（介護福祉士）

渡辺隆行（ケアマネジャー）

伊藤朱子（建築家・大学講師）

坂倉杏介（コミュニティデザイナー、東京都市大学准教授）

松本典子（駒澤大学教授）

36

大学と学生を
地域に巻き込む



本当の「地域共生社会」をめざして
2018年2月25日 第1回せたがや「居場所」サミット
子ども、若者、障害者、高齢者「ごっちゃまぜ」！！ 48団体が参加

37

2018年

こんなつながりを
待っていた！！



世代を超えた「居場所づくり」の輪
■第2回居場所サミット 2019年3月21日（59団体） 以降の会場は駒澤大学

■第3回居場所サミット 20２２年７月２日 3年ぶりにリアルで開催(40団体）

■第4回居場所サミット 2023年5月27日 リアル開催(59団体）

38

2019年～
2023年



「支援する⇒支援される」より「おたがいさま」「そばにいるよ」
誰でも「中途障害」になる可能性がある ⇒ 障害、交通事故、がん、認知症、加齢・・・

求められているのは「お互いがケアする社会」

■ちょっとずつのおせっかい ■できることを、できるだけ

■子ども、障害者、高齢者も、地域の「宝」になる社会

39

これからのケアのまちづくりとは？

困った人を見捨てる社会は、自分も見捨てられる社会。
生きにくさも認知症も、自分ごとだと思えば、みんなが声をあげやすくなる。

本人も家族も、親も子もSOSが出しやすくなる。

「仲間」「居場所」
「役割」「参加」



40

「認知症は怖い・なりたくない・自分はならない。
けれど、優しくしてあげましょう」という
誤った時代遅れの認知症観を変えるために

「サポーター講座」から、 「アクション講座」に
世田谷区は、この改革の優等生

厚生労働省の検討会に招かれて担当課長が報告
そのときのスライドが上です。



このプロジェクトは、「認知症の人は、精神科病院

や施設を利用せざるを得ない」という考え方を改め、

「認知症になっても本人の意思が尊重され、できる

限り住み慣れた地域のよい環境で暮らし続けること

ができる社会」の実現を目指している

いま、内閣官房全世代型社会保障構築本部事務局総括事務局長

⇒オレンジプラン2012
ところが!!!!!!!

政権交代で「新」オレンジプラン

公開講義のゲスト
当時は、厚生労働省社会・援護局長・山崎史郎さん



白雪姫の毒リンゴ・
知らぬがホトケの毒ミカン

2015「新オレンジプラン」(『精神医療』 誌)

苺とクリームで飾られた
デコレーションケーキ

「精神病院が司令塔」と政権与党が加筆(＠_＠) 
共同通信だけ「見え消し版」を入手。

専門家も「新」な のだからよくなったのだと錯覚



その結果、⽇本の精神科ベッドは
先進諸国の37％!!!!!!!
認知症の⼈を⼊院させるという「⽇本独特」の現象



「地域で⾒守る？ 誰が？ あんた、できんの？
社会構造・偏⾒ 変わんねえよ
国連勧告 よけいなお世話 」

…東京新聞2023.7.7

日本精神科病院協会会長

44



けさ(7.27)のホヤホヤ「えにし」メール

45

◆◇精神病院をなくした愛媛県愛南町の御荘診療所・⻑野敏宏doctorが
栄誉ある「若⽉賞」を受賞なさいました (o^^o) ◆

６年前の「新たなえにしを結ぶ会のの濃縮シンポ「精神医療⾰命３つの嵐」で
http://www.yuki-enishi.com/enishi/enishi-2017-20.pdf
「⼭の上の精神病院をなくした経験」をはなしてくださった
http://www.yuki-enishi.com/enishi/enishi-2017-04.pdf
御荘診療所の ⻑野敏宏さん。
１９９８年には１４９ベッドあった精神科病院を６年前に閉鎖。
⼊院していた⼈たちは、まちで、畑で、⼭で、温泉宿で、
⽣き⽣きと暮らしています。
なぜそれが可能になったのか？
受賞講演のパワボを⻑野さんからいただきましたので、
「えにし」のHPの「精神医療福祉の部屋」の部屋 にアップしました。
http://www.yuki-enishi.com/psychiatry/psychiatry-112.pdf
「えにし」のジャーナリスト、共同通信の市川亨さんの昨年１２⽉のルポも
http://www.yuki-enishi.com/psychiatry/psychiatry-109.pdf あわせて、どうぞ。
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丹野智文さん

保坂展人さん

貫田直義さん

みんな公開講義のゲスト 49
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等々力小学校
2021・10.9. ＡＭ 9

条例をつくる検討会の体験者委員のひ
とり
長谷部さん
73歳ころから異変、独り暮らしの部屋は

座る場所もなく「どうなってもいいんだ」
といら立ち、まわりに怒りをぶつけるよう
に。

松沢病院で，アルツハイマー型認知症
と診断

委員会が始まったときは、ほとんど発言
がなく。
でも、その後。。



認知症の⼈を不幸にする講座 改⾰へ。。。
世⽥⾕はアクション講座⇒国も改⾰作業に着⼿
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